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●11月12日〜同25日
　「女性に対する暴力をなくす運動」期間
●11月「児童虐待防止推進月間」　　　
●11月「子ども・若者育成支援強調月間」
●４種混合の予防接種が始まります
●受動喫煙防止対策セミナー講演会
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特集　認知症　
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現
在
、
認
知

症
を
患
う
人
は

全
国
で
３
０
５

万
人
と
推
計
さ

れ
、
高
齢
化
の

進
展
に
伴
い
、

平
成
37
年
に
は
、

４
７
０
万
人
に

な
る
と
予
想
さ

れ
て
い
ま
す
（
厚
生
労
働
省
発
表
）。

　
「
住
み
慣
れ
た
ま
ち
で
安
心
し
て
暮
ら

し
た
い
…
」。
誰
も
が
そ
う
願
う
よ
う
に
、

認
知
症
の
人
と
家
族
の
思
い
も
同
じ
で
す
。

　

そ
ん
な
暮
ら
し
を
実
現
す
る
た
め
に
、

認
知
症
に
関
す
る
基
本
的
な
情
報
と
、
地

域
で
支
え
る
仕
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

介
護
福
祉
課
☎
23-

９
６
６
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

１
７
６
８

番

認
知
症
っ
て
ど
ん
な
病
気
？

　

さ
ま
ざ
ま
な
原
因
で
、
脳
の
細
胞
が
死

ん
で
し
ま
っ
た
り
、
働
き
が
悪
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
り
し
た
た
め
に
、
い
ろ
い
ろ
な

障
害
が
起
こ
り
、
生
活
す
る
う
え
で
支
障

が
出
て
い
る
状
態
で
す
。

　

物
忘
れ
が
ひ
ど
く
な
っ
た
り
、
日
付
や

場
所
、
家
族
が
分
か
ら
な
く
な
る
な
ど
の

症
状
が
起
こ
り
ま
す
。

認
知
症
の
主
な
種
類

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
、
レ
ビ
ー
小

体
型
認
知
症
、
前
頭
側
頭
型
認
知
症

　

脳
の
細
胞
が
少
し
ず
つ
死
ん
で
し
ま

い
、
脳
が
縮
ん
で
い
き
ま
す
。

脳
血
管
性
認
知
症

　

血
管
が
詰
ま
っ
て
、
脳
の
一
部
が
死
ん

で
し
ま
い
ま
す
。
脳
梗こ

う

塞そ
く

や
脳
出
血
な
ど

が
原
因
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
脳
腫し

ゅ

瘍よ
う

や
頭
部
外
傷
（
慢ま

ん

性せ
い

硬こ
う

膜ま
く

下か

血け
っ

腫し
ゅ

）
な
ど
で
認
知
症
を
引
き
起

こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

認
知
症
は
、
高
齢
者
が
か
か
る
病
気
と

思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
年
齢
が
若
く
て
も

発
症
す
る
こ
と
が
あ
り
、
65
歳
未
満
で
発

症
し
た
場
合
を
「
若
年
性
認
知
症
」
と
い

い
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
早
期
発
見
、
早
期
治
療
が
大

切
で
す
。
家
庭
な
ど
で
「
あ
れ
、
お
か
し

い
な
」
と
感
じ
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
か
か

り
つ
け
医
や
、
近
く
の
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
な
ど
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

「ひとりじゃないからね」
「いつだってそばにいるよ」

認
知
症
に
な
っ
た

　

本
人
は
不
安
で
す

　

認
知
症
に
な
る
と
、「
何
も
分
か
ら
な
く

な
っ
て
し
ま
う
」
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、

本
人
は
、
自
分
ら
し
く
な
い
と
感
じ
、
苦
し

み
、
悩
み
、
悲
し
ん
で
い
ま
す
。

　

認
知
症
の
人
の
、
不
安
な
気
持
ち
を
感
じ

と
り
、
安
心
感
を
与
え
る
よ
う
な
対
応
が
で

き
れ
ば
、
落
ち
着
い
て
そ
の
人
ら
し
い
生
活

が
で
き
ま
す
。

本
人
の
気
持
ち
に

　

寄
り
添
い
ま
し
ょ
う

◆
焦
ら
せ
ず
に
、
ゆ
っ
く
り
し
た
ペ
ー
ス

に
合
わ
せ
ま
し
ょ
う

◆
失
敗
や
間
違
い
を
否
定
せ
ず
、
共
感
し

ま
し
ょ
う

◆
優
し
く
笑
顔
で
接
し
て
、
理
解
し
ま

し
ょ
う

認
知
症
の
人
へ
の
対
応
の
心
得

３
つ
の
「
な
い
」

１　

驚
か
せ
な
い

２　

急
が
せ
な
い

３　

自
尊
心
を
傷
つ
け
な
い

特集　認知症小宮　津
つ

が さん（地蔵町）95 歳

認知症の発病から今日まで

平成17年　家族が津がさんの物忘れ
に気がつき始めます。

平成18年12月　次男である俊昭さん
（68）（写真左）と同居開始。

平成19年4月　アルツハイマー型認知
症と診断されます。

　その後、津がさんは俊昭さんの介護
を受けながら、現在も自宅で生活をし
ています。俊昭さんは、母親の介護を
通して、少しでも多くの人に認知症に
ついて理解を深めてもらおうと、啓発
活動に取り組んでいます。

老
化
に
よ
る
物
忘
れ
と

認
知
症
は
違
い
ま
す

　　

物
忘
れ
が
見
ら
れ
る
と
、「
認
知
症
か

も
」
と
心
配
に
な
り
ま
す
が
、
老
化
に
よ

る
物
忘
れ
と
認
知
症
は
違
い
ま
す
。

「認知症にあったかいまち・ひこね」へ

▲自宅で談笑する小宮津がさん（右）と俊昭さん
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インタビュー

「気にかける心づかいを大切に」
生活協同組合コープしが　彦根センター

外
との　いけ

池　和夫さん
岩崎　正博さん

　配送担当の職員が、配
達先の高齢者が倒れてい
たのを助けたことがあり、
もっとさまざまな知識を
持つことで組合員さんの
お役に立てるのではない
かと思い、認知症サポー
ター養成講座を申し込み
ました。
　受講して勉強になった

だけでなく、身近な自分
自身の問題として職員が
考えられるようになった
と思っています。相手を

「気にかける」ことが大切
だと考えているので、今
後もコミュニケーション
を大切にしながら、見守
りを行っていきたいです。

認
知
症
に
優
し
い
店

　　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
を
受
講
し
た
従
業
員
の
い
る

事
業
所
を
「
認
知
症
あ
っ
た
か
サ

ポ
ー
ト
店
」
と
し
て
認
定
し
、
ス

テ
ッ
カ
ー
を
配
布
し
て
い
ま
す

（
左
写
真
）。ロ
バ
の
デ
ザ
イ
ン
が
目

印
で
す
。　

認知症あったかサポート店
（認定順　10 月現在）

・きらく ( 理容・美容 ) 店
・野田山堂
・アサヒ産業㈱
・㈱順弘
・滋賀中央信用金庫
・サンテクノス㈱
・トーア㈱彦根工場
・彦根自動車学校
・グランドデュークホテル　　　　　　　　
・ビジネスホテル芹川　　　　　　　　　　
・フジテック㈱ビッグウィング　
・生活協同組合コープしが彦根センター　

※サポート店では、認知症の人に優しく親切な応
対を心がけています。彦根市では、協力いただ
ける事業所を募集しています。

　

　

情報の流れ
①徘徊のおそれのある高齢者の家族などが事前登録（※）

事前登録なしでも利用できますが、迅速な

情報配信のため、事前登録をお勧めします

②行方不明に気づいたときに、家族が警察や 介
護福祉課に連絡

③徘徊のおそれのある高齢者の情報を協力者（事前
登録した市民、事業所など）にメール配信　※事業者
の場合、FAX で連絡も出来ます。

④情報を受けた協力者と一緒に捜索
※高齢者・協力者とも、事前登録の方法など詳し

くは、 介護福祉課にお問い合わせください。

インタビュー

「認知症を知り、
  誰もが安心できる暮らしに」

キャラバン・メイト　
浜辺　美保さん

　広報ひこねの募集記事を見て、キャラバン・メイト
に応募しました。当時、友達のお父さんが認知症になっ
て困っていて、「少しでも助けられたら」と思ったの
がきっかけです。キャラバン・メイトになって約１年
ですが、認知症を正しく理解してもらうために、積極
的にアイデアを出すようにしています。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

　

彦
根
市
で
は
、
認
知
症
に
つ
い

て
正
し
く
理
解
し
、
認
知
症
の
人

や
そ
の
家
族
を
見
守
る
応
援
者
と

し
て
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を

養
成
し
て
い
ま
す
。

　

サ
ポ
ー
タ
ー
は
特
別
な
こ
と
を

す
る
人
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え

ば
、
友
人
や
家
族
に
受
講
内
容
を

伝
え
る
、
認
知
症
に
な
っ
た
人
に

温
か
く
支
援
し
ま
す

自
分
が
で
き
る
範
囲
で
見
守
り
や

手
助
け
を
す
る
と
い
っ
た
活
動
が

望
ま
れ
て
い
ま
す
。
講
座
の
受
講

者
に
は
、「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」

の
証あ

か
し

と
し
て
、
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ

（
左
上
の
写
真
）
を
渡
し
て
い
ま

す
。

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

の
受
講
を
５
人
以
上
で
希
望
す
る

団
体
に
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ

ト
（
※
）
を
無
料
で
派
遣
し
ま
す
。

お
気
軽
に

介
護
福
祉
課
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▶
講
座
の
受
講
者
に
渡
さ
れ
る

　

オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ

▲講座では、紙芝居を使ってわかりやすく認知症を伝える

▲「認知症について正しい理解をしてほしい」
と話す浜辺さん

※キャラバン・メイト

　認知症サポーター養成講座の講師として、認
知症に関する正しい知識と具体的な対応方法な
どを伝えています。
　市内では 39 人のキャラバン・メイトが、自治
会や企業、学校などに出向き、講座を行っています。

▲「一人暮らしの高齢者宅の配達には、特に気にかけています」と
　話す外池さん（右上）と岩崎さん

　そこで、「小さな子どもにも興味を持ってほしい」
という思いで、紙芝居を提案しました。紙芝居は、学
校での読み聞かせや、PTA の活動などで使用してい
きたいと思っています。分かりやすい紙芝居を通して、
家庭でも認知症について親子で話すきっかけになれば
と期待しています。
　世間では、認知症であることを隠そうとする傾向が
まだ強いのが現状です。子どもから高齢者まで認知症
に対して正しい知識を持ち、誰もが安心して暮らせる
彦根になってほしいです。

　認知症により、自宅の場所などが分からなくなり、歩き回って（徘徊　はいかい）、行方不明になる
ことがあります。早期発見、早期保護を目的に、徘徊捜索者情報をメールなどで配信しています。
　誰もが安心して暮らせるように登録をお願いします。（登録方法は広報ひこね９月１日号5ページを参照）

徘徊捜索者情報に登録をお願いします

（ ）
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11
月
は
労
働
保
険
適
用

促
進
月
間

   
滋
賀
労
働
局
・
彦
根
労
働
基
準
監
督
署　

　

労
働
保
険
（
労
災
保
険
と
雇
用
保

険
）
は
、
職
場
の
皆
さ
ん
が
、
安

心
し
て
働
い
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
、
国
が
管
理
・
運
営
し
て
い
る

保
険
制
度
で
す
。

　

労
働
者（
パ
ー
ト
お
よ
び
ア
ル
バ
イ

ト
を
含
む
）を
雇
用
す
る
事
業
主
は
、

業
種
や
規
模
の
大
小
に
か
か
わ
ら

ず
、
全
て
の
労
働
保
険
に
加
入
す

る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
加
入

手
続
き
を
怠お

こ
た

る
と
、
労
働
保
険
料

を
遡

さ
か
の
ぼ

っ
て
徴
収
さ
れ
、
追
徴
金
も

徴
収
さ
れ
ま
す
。

　

労
働
保
険
に
未
加
入
の
事
業
者

は
、
労
働
基
準
監
督
署
ま
た
は
公

共
職
業
安
定
所
で
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
労
働
基

準
監
督
署
☎
22-

０
６
４
５
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

０
２
４
１
番　

彦

根
公
共
職
業
安
定
所
☎
22-

２

５
０
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

５
１

８
６
番

11
月
は
労
働
時
間
適
正
化

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間

　
　
　
　
滋
賀
労
働
局

　

滋
賀
労
働
局
で
は
、
労
働
時
間

適
正
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
取
り
組

み
の
一
つ
と
し
て
、期
間
中
、メ
ー

同
参
画
社
会
の
形
成
を
阻
害
す
る

も
の
で
す
。

　

こ
の
期
間
を
機
に
、
男
女
が
互

い
に
尊
重
し
あ
え
る
男
女
共
同
参

画
社
会
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　

人
権
政
策
課

☎
30-

６
１
１
３
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

24-

８
５
７
７
番

11
月
25
日
〜
12
月
１
日
は

犯
罪
被
害
者
週
間
で
す

  

滋
賀
県
犯
罪
被
害
者
総
合
窓
口

　

犯
罪
に
あ
っ
た
人
や
そ
の
家
族

の
人
た
ち
へ
。
困
っ
て
い
る
こ
と
、

不
安
な
こ
と
が
あ
れ
ば
一
人
で
悩

ま
ず
に
何
で
も
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

※
個
人
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

相
談
窓
口　

滋
賀
県
犯
罪
被
害
者

総
合
窓
口
☎
０
７
７-

５
２
５-

８
１
０
３
番
（
月
〜
金
曜
日　

午

前
10
時
〜
午
後
４
時　

※
祝
日
を

除
く
）

「
家
屋
の
取
り
壊
し
」「
用
途
変

更
」「
未
登
録
家
屋
の
所
有
者
変

更
」
を
し
た
人

今
年
の
う
ち
に
届
出
が
必

要
で
す

 

　 

　 

　
□市
税
務
課

　

固
定
資
産
税
の
課
税
の
基
準
と

な
る
日
（
賦
課
期
日
）
は
毎
年
１
月

１
日
で
す
。
固
定
資
産
税
は
、
賦

課
期
日
に
資
産
を
持
っ
て
い
る
人

に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

適
正
な
課
税
の
た
め
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
年

内
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

①
家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き

②
家
屋
の
用
途
を
変
更
し
た
と
き

　
（
例　

店
舗
か
ら
住
宅
へ
の
変
更
）

③
未
登
記
家
屋
の
所
有
者
を
変
更

し
た
と
き
（
例　

未
登
記
家
屋
の

相
続
や
売
買
）

　

届
出
書
は
、

税
務
課
窓
口
に

あ
り
ま
す
。
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課
資
産

税
係
☎
30-

６
１
３
８
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

ル
に
よ
る
情
報
（
長
時
間
労
働
、
賃

金
不
払
残
業
な
ど
に
関
す
る
情
報
）
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

情
報
提
供
は
、
厚
生
労
働
省

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
入
力
フ
ォ
ー

ム
（http:/w

w
w

.m
hlk.go.jp/bunya/

roudoukijun/m
ail_m

adoguti.htm
l

）

か
ら
メ
ー
ル
で
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

滋
賀
労
働
局
☎

０
７
７-

５
２
２-

６
６
４
９
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
７-

５
２
２-

６
４

４
２
番

11
月
12
日
〜
同
25
日
は

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を

な
く
す
運
動
」
期
間

 

　 

　 

□市
人
権
政
策
課　

　

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
で
あ
る
Ｄ

Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン

ス
）
や
、
性
犯
罪
、
売
買
春
、
セ
ク

シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス

ト
ー
カ
ー
行
為
、
そ
し
て
近
年
で

は
中
・
高
生
や
若
い
カ
ッ
プ
ル
の

間
で
起
こ
る
暴
力
（
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
）

な
ど
の
被
害
が
問
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

被
害
者
の
多
く
が
女
性
で
あ
り
、

そ
の
背
景
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
要
因

が
あ
り
ま
す
が
、「
男
性
は
女
性
よ

り
上
位
」「
妻
は
夫
に
従
う
べ
き
」

「
束
縛
は
愛
情
で
あ
る
」と
い
っ
た

考
え
方
や
、
男
女
間
の
経
済
力
の

差
な
ど
が
大
き
な
要
因
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

暴
力
は
、
い
か
な
る
理
由
が

あ
っ
て
も
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
特
に
女
性
に
対
す
る

暴
力
は
、
女
性
の
人
権
を
著

い
ち
じ
るし
く

侵
害
す
る
も
の
で
あ
り
、
男
女
共

11月12日〜同18日「女性の人権ホットライン」強化週間
　

夫やパートナーからの暴力、職場での差別、セクシャル・
ハラスメントなどの相談を専用電話で受け付けます。

女性の人権ホットライン
☎ 0570-070-810（月〜金曜日　８：30 〜 17：00、土・日

曜日は 10：00 〜 17：00　※強化週間以外の平日は、8：30
〜 17：15 まで同ダイヤルで受け付けます）

圏
域
経
済
の
活
性
化
と　
　

雇
用
の
創
出
・
確
保

　

圏
域
が
持
つ
さ
ま
ざ
ま
な
利
点

や
強
み
を
生
か
し
、
新
規
の
企
業

誘
致
を
始
め
、
Ｉ
Ｔ
（
情
報
技
術
）

に
よ
る
既
存
企
業
の
高
度
化
や
集

積
な
ど
の
企
業
立
地
施
策
を
広
域

的
に
促
進
す
る
こ
と
で
、
圏
域
経

済
の
活
性
化
と
雇
用
の
創
出
・
確

保
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

企
業
立
地
基
本
計
画
の
策
定
と
推
進

　
「
企
業
立
地
基
本
計
画
」を
策
定

し
た
場
合
、
区
域
内
の
企
業
で
は
、

法
に
基
づ
き
国
な
ど
に
よ
る
支
援

を
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
こ

の
た
め
、
彦
根
市
で
は
平
成
22
年

３
月
に
「
彦
根
市
企
業
立
地
基
本

計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
を
圏
域
に
拡
大
し
て

い
き
ま
す
。
拡
大
後
は
、
広
域
で

の
企
業
立
地
を
促
進
す
る
と
と
も

に
、
関
係
機
関
に
よ
る
人
材
育
成

や
技
術
支
援
な
ど
を
行
い
、
事
業

の
促
進
を
図
り
ま
す
。

湖
東
定
住
自
立
圏
（
彦
根
市
と
愛
荘
町
、豊
郷
町
、甲 

良 

町
、
多
賀
町
と
の
広
域
連
携
）
の
具
体
的
な
取
り
組
み

工
場
設
置
奨
励
事
業
の
推
進

　

各
市
町
が
取
り
組
ん
で
い
る
工

場
設
置
奨
励
事
業
を
引
き
続
き
実

施
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

商
工
課
☎

30-

６
１
１
９
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

９
６
７
６
番

観
光
振
興
と
交
流
促
進

　

圏
域
の
魅
力
を
生
か
す
た
め
、

圏
域
を
縦
断
す
る
近
江
鉄
道
や
、

中
山
道
等
の
街
道
な
ど
を
基
軸
と

し
た
エ
コ
な
観
光
に
着
目
し
、
び

わ
湖
・
近
江
路
観
光
圏
協
議
会
、び

わ
こ
湖
東
路
観
光
協
議
会
な
ど
を

核
に
し
て
、
滞
在
を
目
的
と
し
た

「
着
地
型
の
観
光
振
興
」に
よ
る
交

流
人
口
（
地
域
に
訪
れ
る
人
の
数
）
の

増
加
や
滞
在
型
観
光
を
目
指
し
ま

す
。

び
わ
こ
湖
東
路
観
光
協
議
会

　

圏
域
の
観
光
資
源
で
あ
る
国

宝
・
彦
根
城
、
多
賀
大
社
、
湖
東

三
山
な
ど
を
活
用
し
た
ツ
ア
ー
の

紹
介
や
実
施
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

に
よ
る
ま
ち
歩
き
な
ど
の
事
業
を

実
施
し
ま
す
。

び
わ
湖
・
近
江
路
観
光
圏
協
議
会

　

圏
域
を
含
む
県
東
北
部
の
４
市

６
町
が
共
同
し
て
、
び
わ
湖
・
近

江
路
観
光
圏
協
議
会
を
組
織
し
、

国
の
観
光
圏
の
認
定
を
受
け
て
着

地
型
ツ
ア
ー
の
造
成
や
人
材
育
成
、

共
同
で
の
広
報
宣
伝
や
誘
客
促
進

事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

湖
東
圏
域
エ
コ
交
通
推
進
事
業

　

近
江
鉄
道
の
各
駅
や
観
光
施
設

な
ど
に
、
自
転
車
を
借
り
る
こ
と

が
出
来
る
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
「
め
ぐ
り
ん
こ
」
を

設
置
し
、
観
光
客
な
ど
の
利
便
性

向
上
を
図
り
ま
す
。

地
域
創
造
事
業

　

圏
域
の
一
体
感
の
醸

じ
ょ
う

成せ
い

と
活
性

化
を
図
る
た
め
、
自
ら
が
創
意
工

夫
を
凝
ら
し
て
企
画
・
立
案
・
実

施
す
る
住
民
団
体
な
ど
に
対
し
て

支
援
を
行
い
ま
す
。

交
流
・
移
住
支
援
事
業

　

大
都
市
圏
な
ど
か
ら
移
住
し
、

地
域
活
動
に
従
事
す
る
「
地
域
お

こ
し
協
力
隊
員
」
の
活
動
支
援
や
、

「
鳥
居
本
宿
交
流
館　

さ
ん
あ
か
」

を
活
用
し
て
交
流
を
図
り
ま
す
。

彦
根
城
世
界
遺
産
登
録
推
進
事
業

　

世
界
遺
産
候
補
で
あ
る
「
暫
定

リ
ス
ト
」に
記
載
さ
れ
て
い
る「
彦

根
城
」
の
世
界
遺
産
登
録
を
推
進

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

観
光
振
興
課

☎
30-

６
１
２
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

22-

１
３
９
８
番

鳥
獣
害
対
策
の
推
進

　　

近
年
、
イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
、
サ

ル
な
ど
の
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
林

産
物
の
被
害
が
拡
大
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
各
市
町
で
行
う
個
別
の

対
策
に
加
え
、
圏
域
内
の
連
携
し

た
捕
獲
活
動
や
被
害
防
止
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

鳥
獣
害
防
止
対
策
連
絡
調
整
の

会
議
の
開
催

　

鳥
獣
害
対
策
は
、
地
域
ご
と
に

抱
え
て
い
る
問
題
が
異
な
り
、
実

情
に
応
じ
た
個
別
の
き
め
細
や
か

な
対
策
が
必
要
で
す
。

　

圏
域
内
で
連
携
し
た
鳥
獣
害
対

策
に
取
り
組
む
会
議
を
開
き
ま
す
。

住
民
意
識
の
啓
発

　

有
害
鳥
獣
の
生
態
や
習
性
を
知

り
、
な
ぜ
野
生
獣
が
人
里
や
農
地

に
や
っ
て
く
る
の
か
を
、
集
落
の

皆
さ
ん
で
理
解
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

　

地
域
ぐ
る
み
で
日
常
的
に
取
り

組
み
が
実
践
で
き
る
よ
う
研
修
会

を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

連
携
事
業
、
個
別
事
業
の
実
施

　

各
市
町
が
取
り
組
ん
で
い
る
事

業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
広
域

的
な
鳥
獣
害
防
止
対
策
に
向
け
た

検
討
を
行
い
ま
す
。

　

広
域
的
な
対
策
の
検
討
や
連
携

し
た
対
策
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ

り
、
農
林
産
物
の
被
害
防
止
や
日

常
の
不
安
解
消
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先　

農
林
水
産
課

☎
30-

６
１
１
８
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

24-

９
６
７
６
番
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　少子化や核家族化、人間関係の希薄化など、子ど
もや家庭を取り巻く環境が変化する中で、子育てに
対する不安を感じる保護者が増えています。
　こうしたことから、児童虐待はどこの家庭でも起
こりうる現象ととらえ、社会全体でその未然防止お
よび早期発見、早期対応に取り組んでいくことが必
要です。
　今回のシンポジウムでは、家族や子どもの抱える
問題を追及されている石川結

ゆう

貴
き

さんの講演を踏まえ
て、子どもを守るために出来ることを考えていきま
す。

日時　11月15日㈭　13：30 〜 16：00
会場　ひこね市文化プラザ　エコーホール（野瀬町）

第１部　講演　
　演題　児童虐待はなぜ起こるのか
　講師　石川　結貴さん（作家）

第２部　パネルディスカッション
　演題　身近に起こる虐待事例から
　司会　吉田　久美子さん（大阪医科大学看護学部教授）

　アドバイザー　石川　結貴さん
パネリスト　
　梶原　隆さん（滋賀県彦根子ども家庭相談センター参

　事）

　日夏　晶一（ 教育委員会学校教育課副主幹）

定員　250 人（事前申込不要）

＜講師プロフィール＞
　　静岡県伊東市生まれ。1990年から家族が抱え
る現実、子育てや児童虐待、教育問題などをテー
マに独自の取材を開始。
　豊富な取材実績から、現代家族のリアルな問題
を描き出す話題作を次々と発表。
　「ルポ　子どもの無縁社会」（中公新書ラクレ）、「暴
走育児」（ちくま新書）など、単行本の刊行や講演
活動、テレビ出演など多方面で活動する。

※手話通訳、要約筆記を行います。
※託児を行います（要事前申込。希望者は 11月14日㈬

までに申し込んでください）。

問い合わせ先　 子ども青少年課☎ 26-0994、
FAX26-1768

　

子
ど
も
へ
の
虐
待
は
、
子
ど
も

の
心
身
の
成
長
や
、
人
格
の
形
成

に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。
そ

し
て
、
次
の
世
代
に
引
き
継
が
れ

る
恐
れ
が
あ
り
、
子
ど
も
に
と
っ

て
最
も
重
大
な
権
利
侵
害
で
す
。

そ
れ
は
「
し
つ
け
」
な
の
？

　

親
は
、
子
ど
も
に
対
し
て
「
し

つ
け
」
の
つ
も
り
で
あ
っ
て
も
、

　

ふ
だ
ん
の
生
活
で
、虐
待
を

受
け
て
い
る
子
ど
も
を
見
か

け
た
り
、様
子
が
変
だ
な
と
感

じ
た
ら
、次
の
機
関
や
民
生
委

員
・
児
童
委
員
に
、
相
談
・
連

絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼

子
ど
も
青
少
年
課
☎
26-

０
９
９
４
番

▼

家
庭
児
童
相
談
室
☎
23-

７
８
３
８
番

▼
滋
賀
県
彦
根
子
ど
も
家
庭

相
談
セ
ン
タ
ー
☎
24-

３

７
４
１
番

▼
虐
待
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（
24
時

間
対
応
）☎
０
７
７-

５
６
２

-

８
９
９
６
番

※
連
絡
は
匿と

く

名め
い

で
出
来
ま
す
。

連
絡
者
や
連
絡
内
容
に
関

す
る
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

　

あ
な
た
の
連
絡
・
相
談
が
子

ど
も
を
守
る
と
と
も
に
、子
育

て
に
悩
む
保
護
者
を
支
援
す

る
た
め
の
大
き
な
一
歩
に
な

り
ま
す
。
子
ど
も
の
笑
顔
が

あ
ふ
れ
る
明
る
い
ま
ち
を
つ

く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
は
、
な
ぜ
叱
ら
れ
た
の
か

分
か
ら
な
い
ま
ま
に
、
恐
怖
感
だ

け
を
感
じ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　

そ
の
場
合
、
親
の
思
い
や
意
図

と
は
関
係
な
く
「
虐
待
」
に
な
っ

て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
子
ど
も
に

と
っ
て
、「
し
つ
け
」
が
有
害
か
ど

う
か
で
判
断
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

 

「
気
づ
く
の
は　

あ
な
た
と
地
域
の　

心
の
目
」

児童虐待防止シンポジウム

　

青
少
年
に
と
っ
て
、
家
庭
で
の

会
話
は
、
人
格
を
形
成
す
る
う
え

で
基
礎
的
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

　

家
族
で
何
で
も
自
由
に
話
し
合

い
、
親
子
が
愛
情
と
信
頼
の
絆き

ず
な

で

結
ば
れ
た
明
る
い
家
庭
づ
く
り
が

大
切
で
す
。

　
毎
月
第
３
日
曜
日

家
族
ふ
れ
あ
い
サ
ン
デ
ー

　　

滋
賀
県
で
は
毎
月
第
３
日
曜
日

の
「
家
庭
の
日
」
を
「
家
族
ふ
れ

あ
い
サ
ン
デ
ー
」
と
位
置
づ
け
て

い
ま
す
。
親
子
が
と
も
に
過
ご
せ

る
時
間
を
つ
く
り
、
対
話
や
ふ
れ

あ
い
の
中
で
家
族
の
一
員
と
し
て

の
役
割
意
識
や
責
任
感
を
育
て
る

機
会
に
し
ま
し
ょ
う
。

豊
か
な
心
を
育
む
家
庭
づ
く
り

家
族
ふ
れ
あ
い
サ
ン
デ
ー　

絵
画
・
ポ
ス
タ
ー
の
作
品
展

　
場
所　

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
（
日

夏
町
）　

期
間　

11
月
15
日
㈭
～
同
22
日
㈭

※
出
品
さ
れ
た
全
作
品
を
展
示
し

ま
す
。

有
害
環
境
の
浄
化
活
動

　　

市
内
各
駅
に
設
置
し
て
い
る
白

ポ
ス
ト
を
中
心
に
、
露
骨
な
性
描

写
や
粗
暴
性
を
助
長
す
る
内
容
の

雑
誌
・
書
籍
、
ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ

な
ど
、
青
少
年
に
と
っ
て
有
害
な

図
書
な
ど
を
回
収
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
販
売
店
や
レ
ン
タ
ル
店

な
ど
で
の
区
分
陳
列
や
、
青
少
年

に
販
売
し
な
い
こ
と
な
ど
を
、

少
年
セ
ン
タ
ー
が
中
心
に
な
っ
て

調
査･

指
導
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
市
内
の
有
害
図
書
等
自

動
販
売
機
は
撤
去
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
今
後
も
地
域
ぐ
る
み
で
「
設

置
さ
せ
な
い
」「
管
理
者
に
な
ら
な

い
」
と
い
っ
た
取
り
組
み
に
力
を

入
れ
て
い
き
ま
す
。

▶
「
子
ど
も
１
１
０
番
の
家
」

の
プ
レ
ー
ト
。
市
内
で
１
、

８
８
０
件
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。（
10
月
１
日
現
在
）

子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
強
調
月
間

 

「
た
く
ま
し
く　

伸
び
よ
う　

伸
ば
そ
う　

湖
国
の
子
」

青
少
年
を
犯
罪
か
ら
守
る
活
動

　　
「
子
ど
も
１
１
０
番
の
家
」
は
、

登
下
校
時
や
外
出
時
の
子
ど
も
に

万
が
一
危
険
が
迫
っ
た
と
き
に
、

逃
げ
込
む
こ
と
が
で
き
、
保
護
し

て
も
ら
え
る
家
や
施
設
の
こ
と
で

す
。
子
ど
も
の
安
全
確
保
や
犯
罪

の
抑
止
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
不
審
者
か
ら
子
ど
も
を

守
る
た
め
、
各
地
区
で
ス
ク
ー
ル

ガ
ー
ド
の
皆
さ
ん
を
中
心
に
、
見

守
り
活
動
を
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

子
ど
も
青
少

年
課
☎
26-

０
９
９
４
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
26-

１
７
６
８
番

　 清掃センターでは、ごみやリサイクルについて
楽しく学び・体験するイベントを開催します。

日時　11月10日㈯　9：30 ～ 12：30　
　※雨天中止
場所　 清掃センター（野瀬町）

申 込・ 問 い 合 わ せ 先　 清 掃 セ ン タ ー ☎ 22-
2734、FAX24-7787

内容（主なもの）

▶清掃センター施設見学会
２回に分けて開催（① 10：00 ～、② 11：00 〜）

職員の案内で各施設を見学します。
※子ども会や老人会などの団体も歓迎します。団

体で見学を希望する場合は、事前に 清掃セン
ターに申し込んでください。

▶ごみの分別体験
　実際のごみを使ってごみの分別を体験し、正
しい分別の方法を学習します。

▶パネル展示コーナー
　ごみやリサイクル資源、グリーン
購入などのパネルを展示します。

▶汚泥肥料と花の種などの配布
　し尿処理によって生じる汚泥肥料や花の種を
配布します。

▶ひこねエコマーケット夢畑
　リサイクル品の市

いち

で欲しい物や掘り出し物を
見つけにきませんか。
※エコマーケットの問い合わせ先　リサイクル

ステーション☎・FAX26-4810（10：00 ～
16：00、木・日曜日、祝日は休み）

子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

▲「オレンジリボ
ン」マーク。子
ども虐待を防止
するというメッ
セージです。

エコライフの集い　～身近なところから始めるエコライフ～

◀
石
川
結
貴
さ
ん

11　月
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歴
史
街
道
倶く

楽ら

部ぶ

・

歴
史
の
ま
ち
ウ
ォ
ー
ク

〈
内
容
〉
　

鳥
居
本
宿
か
ら
醒

さ
め
が

井い

宿

ま
で
の
約
10
㎞
を
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

し
ま
す
。
平
坦
な
道
が
続
き
ま
す

が
、
標
高
１
７
０
ｍ
（
登
る
標
高
差

は
約
70
ｍ
）の
摺す

り

針は
り

峠と
う
げを
越
え
る
所

が
あ
る
コ
ー
ス
で
す
。
※
参
加
者

全
員
に「
近
江
路
中
山
道
マ
ッ
プ
」

を
差
し
上
げ
ま
す
。　
〈
日
時
〉
　

11
月
23
日(

金
・
祝)　

午
前
９
時

30
分
〜
午
後
４
時
（
受
付　

午
前
９

時
30
分
）
※
雨
天
決
行　
〈
集
合
場

所
〉
　

Ｊ
Ｒ
彦
根
駅　
〈
定
員
〉
　

１

０
０
人
（
最
少
催
行
人
数
20
人
、
先

着
順
）　
〈
参
加
費
〉
　

２
、
９
０
０

円
（
弁
当
代
、
拝
観
料
を
含
み
ま
す
）

〈
行
程
〉
　

Ｊ
Ｒ
彦
根
駅
〜
鳥
居
本

宿(

本
陣
跡
・
有
川
家
・
摺
針
峠)

〜

番ば
ん

場ば

宿じ
ゅ
く(

蓮れ
ん

華げ

寺じ<

拝
観
と
昼
食

>

・
久く

禮れ

の
一
里
塚
・
六ろ

っ

軒け
ん

茶ぢ
ゃ

屋や

跡あ
と

・
西さ

い

行ぎ
ょ
う

水す
い

〜
醒
井
宿
〜
Ｊ
Ｒ

醒
ヶ
井
駅　
〈
主
催
〉
　

歴
史
街
道

推
進
協
議
会　
〈
後
援
〉
　

彦
根
市

　
〈
申
込
期
限
〉
　

11
月
９
日
㈮　

〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉
歴
史
街

道
倶
楽
部
☎
06-

６
２
２
３-

７

１
８
２
番　

※
申
込
時
に
、
受
付

イ
ベ
ン
ト
名
「
中
山
道
」
を
伝
え

て
く
だ
さ
い
。

　
　

市
場
で
チ
ャ
レ
ン
ジ

魚
の
さ
ば
き
方
教
室

〈
内
容
〉
　

タ
イ
、
サ
バ
、
ア
ジ
を
３

枚
に
お
ろ
し
ま
す
。　
〈
日
時
〉11

月
17
日
㈯　

午
後
１
時
30
分
～
午

後
４
時
頃　
〈
場
所
〉
　

南
地
区
公

民
館（
甘
呂
町
）調
理
実
習
室   

〈
定

員
〉
　

30
人
（
申
込
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
）　
〈
参
加
費
〉
　

千
円　
〈
申
込

期
限
〉11
月
10
日
㈯
（
必
着
）　
〈
持

ち
物
〉
　

出
刃
包
丁
、
刺
身
包
丁
、

ウ
ロ
コ
取
り
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
持
ち
帰
り
用
の
容
器　
〈
申

込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉
彦
根
総
合

地
方
卸
売
市
場（
〒
５
２
９-

１
１
５

２　

安
食
中
町
３
２
７
「
市
場
で
チ
ャ

レ
ン
ジ
係
」）☎
25-
２
５
１
８
番　

※
は
が
き
に
①
住
所
②
氏
名
③
年

齢
④
性
別
⑤
電
話
番
号
を
書
い
て

郵
送

名
水
の
ま
ち
・
醒
井
で
秋
を
満
喫
！

ふ
れ
あ
い
パ
ー
テ
ィ
ー

〈
内
容
〉米
原
市
結
婚
相
談
所
で
は
、

紅
葉
の
美
し
い
醒

さ
め
が

井い

を
舞
台
に
、

独
身
男
女
の
出
会
い
を
応
援
し
ま

す
。
豆
腐
作
り
体
験
・
醒
井
宿
散

策
・
ス
イ
ー
ツ
バ
イ
キ
ン
グ
な
ど

を
き
っ
か
け
に
、
新
た
な
出
会
い

の
ひ
と
と
き
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

〈
日
時
〉
11
月
23
日
（
金
・
祝
）
午

前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分　

〈
場
所
〉
醒
井
水
の
宿
駅
（
Ｊ
Ｒ
醒

ケ
井
駅
前
）
集
合　
〈
対
象
〉
20
歳

以
上
の
独
身
男
女　
〈
定
員
〉
男

女
と
も
15
人
ず
つ
（
申
込
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
）　
〈
費
用
〉
男
性
４
千

円
、
女
性
３
千
円　
〈
申
込
期
限
〉

11
月
14
日
㈬　

午
後
５
時
15
分　

〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉
米
原
市

結
婚
相
談
所
事
務
局
（
米
原
市
商
工

観
光
課
内
）☎
０
７
４
９-

58-

２
２

２
７
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
４
９-

58-

１
１
９
７
番　

※
米
原
市
役
所
な

ど
に
あ
る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項

を
書
い
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

荒
神
山
自
然
の
家

家
族
で
い
っ
し
ょ
に

デ
イ
キ
ャ
ン
プ

〈
内
容
〉
　

寒
い
季
節
に
し
か
味
わ

え
な
い
野
外
体
験
を
、
親
子
で

ホ
ッ
ト
に
過
ご
し
て
み
る
の
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。
家
族
で
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
る
企
画
を
用
意
し

て
い
ま
す
。
野
外
活
動
の
経
験
の

な
い
人
も
大
歓
迎
で
す
。　
〈
活

動
内
容
〉
　

野
外
炊
事
（
ア
ウ
ト
ド
ア

ク
ッ
キ
ン
グ
）、
ク
ラ
フ
ト
（
ク
リ
ス

マ
ス
リ
ー
ス
作
り
）な
ど　
〈
日
時
〉
　

12
月
１
日
㈯　

午
前
10
時
～
午
後

４
時　
〈
場
所
〉
　

荒
神
山
自
然

の
家
（
日
夏
町
）　
〈
対
象
〉市
内
在

住
・
在
勤
の
家
族　
〈
定
員
〉
　

６

組
程
度
（
先
着
順
）　
〈
参
加
費
〉

 

１

人
千
円
（
幼
児
は
５
０
０
円
）　
〈
申

込
期
限
〉11
月
16
日
㈮　
〈
そ
の

他
〉
　

参
加
者
に
は
、
後
日
詳
し
い

案
内
を
送
付
し
ま
す
。　
〈
申
込
・

問
い
合
わ
せ
先
〉

荒
神
山
自
然

の
家
☎
28-

１
８
７
１
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
28-

１
８
７
２
番　

※
月
曜
日

は
休
所

ぽ
っ
か
ぽ
か
ひ
ろ
ば

お
や
こ
で
た
い
そ
う

〈
内
容
〉
体
操
を
通
じ
て
親
子
で

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
す
。
そ

し
て
友
達
も
作
り
ま
し
ょ
う
。　

〈
日
時
〉
11
月
22
日
㈭　

午
前
10

時
～
同
11
時
（
受
付    

午
前
９
時
45

分
〜
）　
〈
場
所
〉
男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー
「
ウ
ィ
ズ
」（
平
田
町
）

会
議
室　
〈
対
象
〉２
～
３
歳
前
後

の
幼
児
と
保
護
者　
〈
定
員
〉
15

組
（
先
着
順
）　
〈
参
加
費
〉
２
０
０

円
（
保
険
代
を
含
み
ま
す
）　
〈
講
師
〉

市
民
体
育
セ
ン
タ
ー
指
導
員
〈
託

児
〉
子
ど
も
１
人
２
０
０
円　

※

会
員
は
無
料　
〈
申
込
期
限
〉
11

月
19
日
㈪　
〈
申
込
・
問
い
合
わ

せ
先
〉
彦
根
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

24-

３
９
２
０
番

子
ど
も
の
本
入
門
講
座

基
礎
コ
ー
ス

〈
内
容
〉
　
「
子
ど
も
に
本
を
手
渡

す
た
め
に
、
大
人
が
ど
の
よ
う
に

関
わ
っ
て
い
け
ば
よ
い
の
か
」
な

ど
に
興
味
が
あ
る
人
や
、
教
育
・

保
育
現
場
で
活
動
し
て
い
る
人
な

ど
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

〈
日
時
〉
　

第
１
回
「
言
葉
の
大
切

さ
・
子
ど
も
の
成
長
と
本
」　

11
月

21
日
㈬
、
第
２
回　

わ
ら
べ
う
た

で
遊
ぼ
う
」　

11
月
29
日
㈭
、第
３

回　
「
絵
本
を
楽
し
む
」　

12
月
６

日
㈭　

時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
９

時
30
分
～
同
11
時　
〈
場
所
〉
　

市

立
図
書
館
（
尾
末
町
）
第
１
集
会
室

〈
定
員
〉
　

50
人
（
先
着
順
）　

※
託
児

は
あ
り
ま
せ
ん
。　
〈
参
加
費
〉無

料　
〈
そ
の
他
〉
　

で
き
る
だ
け
３

回
と
も
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。
受

講
し
た
人
を
対
象
に
、「
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
実
技
コ
ー
ス（
平
成
25

年
１
月
10
日
㈭
・
同
17
日
㈭
・
同
25
日

㈮
・
同
31
日
㈭
）」
の
開
講
を
予
定

し
て
い
ま
す
。　
〈
申
込
開
始
日
〉

11
月
１
日
㈭　
〈
申
込
・
問
い
合
わ

せ
先
〉
市
立
図
書
館
☎
22-

０
６

４
９
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

０
３
０
０

番　

※
月
曜
日
、
祝
日
は
休
館

歴
史
探
索
ウ
ォ
ー
ク　

第
３
回

佐
和
山
西
麓
を
歩
く

〈
内
容
〉
松
原
内
湖
は
、戦
前
か
ら

の
埋
立
事
業
に
よ
り
、
現
在
は
そ

の
姿
を
見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

が
、佐
和
山
山
麓
に
は
、今
で
も
寺

社
が
立
ち
並
ん
で
い
ま
す
。
今
回

は
こ
れ
ら
の
寺
社
を
訪
ね
て
、
彦

根
の
歴
史
を
再
発
見
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。　
〈
日
時
〉
11
月
18
日

㈰　

午
後
１
時
～
同
４
時
（
受
付    

午
後
０
時
30
分
〜
）　

※
少
雨
決
行
。

雨
天
で
中
止
の
場
合
は
当
日
午
前

10
時
に
決
定
し
ま
す
の
で
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　
〈
集
合

場
所
〉
龍

り
ょ
う

潭た
ん

寺じ

（
古
沢
町
）
前
駐
車

場　
〈
見
学
場
所
〉
清せ

い

凉り
ょ
う

寺じ

内
の

彦
根
藩
主
井
伊
家
墓
所
、
井
伊
神

社
、
大
洞
弁
財
天
長
寿
院
、
龍
潭

寺　
〈
対
象
〉
小
学
生
以
上　
〈
定

員
〉
50
人
（
先
着
順
）　
〈
参
加
費
〉

１
０
０
円
（
資
料
代
）　
〈
申
込
期

間
〉
11
月
１
日
㈭
～
同
16
日
㈮　

〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

教
育

委
員
会
文
化
財
課
☎
26-

５
８
３

３
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

５
８
９
９
番

「
プ
ラ
ザ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
３ 

～
出
会
い
と
交
流
、

そ
し
て
創
造
へ
～
」
出
演
者　

〈
内
容
〉
　

日
頃
の
舞
台
芸
術
活
動

の
成
果
を
発
表
す
る
場
と
し
て
、

ま
た
、
優
れ
た
舞
台
芸
術
に
親
し

む
機
会
と
し
て
、「
プ
ラ
ザ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
３
」
を
開
催

し
ま
す
。
こ
の
公
演
に
出
演
い
た

だ
け
る
人
（
個
人
ま
た
は
団
体
）
を

募
集
し
ま
す
。　
〈
募
集
部
門
等
〉

下
表
の
と
お
り　
〈
出
演
資
格
〉次

の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
個
人
ま

た
は
団
体 

（
団
体
の
場
合
は
、
①
・
②

に
該
当
す
る
人
を
含
む
こ
と
）
①
市

内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
し
て
い

る
②
市
内
を
中
心
に
活
動
し
て
い

る　
〈
出
演
時
間
〉 

１
人
（
１
団
体
）

約
20
分　

※
転
換
（
準
備
・
撤
収
）

の
時
間
を
含
み
ま
す
。　
〈
定
員
〉 

各
部
門 

６
人
（
団
体
）
程
度　

 

※

申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
に
て

決
定
後
、
12
月
初
旬
に
連
絡
し
ま

す
。　
〈
参
加
費
〉
無
料　
〈
申
込

期
間
〉11
月
１
日
㈭
～ 

同
30
日
㈮

（
必
着
）　
〈
注
意
事
項
〉
内
容
に
よ

り
出
演
部
門
の
変
更
を
お
願
い
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
出
演
順
は
、

部
門
別
の
出
演
者
会
議（
12
月
下
旬

開
催
予
定
）で
決
定
し
ま
す
。
詳
し

く
は
、
募
集
要
項
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。　
〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ

先
〉

教
育
委
員
会
文
化
振
興
室

（
〒
５
２
２-

０
０
５
５　

野
瀬
町
１
８

７-

４
）
☎
23-

７
８
１
０
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
21-

３
０
８
０
番　

※
所
定

の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
書
い

て
、
郵
送
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ま
た
は
直

接
窓
口
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

子
育
て
講
座

秋
を
探
し
に
行
こ
う
!!

〈
内
容
〉み
ん
な
で
見
つ
け
た
秋
の

自
然
や
草
花
な
ど
を
使
っ
て
、
小

物
を
作
り
、
親
子
で
楽
し
み
ま
す
。

〈
日
時
〉11
月
17
日
㈯　

午
前
10
時

〜
同
11
時
30
分
（
集
合　

午
前
９
時

45
分
）　
〈
場
所
〉
荒
神
山
自
然
の

家
周
辺（
集
合　

子
ど
も
セ
ン
タ
ー

玄
関
前
）　

※
雨
天
時
は

子
ど
も

セ
ン
タ
ー
（
日
夏
町
）　
〈
対
象
〉

２
～
５
歳
の
子
ど
も
と
保
護
者　

〈
定
員
〉
25
組
（
先
着
順
）　
〈
参
加

費
〉
無
料　
〈
持
ち
物
〉
飲
み
物
、

動
き
や
す
い
服
装
、
子
ど
も
の
着

替
え　
〈
申
込
期
間
〉11
月
５
日
㈪

〜
同
14
日
㈬　
〈
申
込
・
問
い
合

わ
せ
先
〉
子
ど
も
未
来
室
☎
28-

１
５
８
０
番(

午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時)

、
Ｆ
Ａ
Ｘ
28-

３
６
４
６

番　

※
電
話
か
直
接
窓
口
へ

平
成
24
年
度

男
女
共
同
参
画
推
進
事
業
者

表
彰

〈
内
容
〉男
女
が
共
同
し
て
参
画
で

き
る
体
制
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
る
事
業
者
を
表
彰
し
ま
す
。

〈
対
象
〉
市
内
の
事
業
者
（
事
業
活

動
を
行
う
個
人
・
法
人
、
非
営
利
団
体
、

自
治
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
各
種
団
体
）
で
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の

①
女
性
の
能
力
活
用
や
職
域
拡
大

な
ど
、
職
場
づ
く
り
に
積
極
的

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る

事
業
者

②
家
庭
や
地
域
活
動
と
仕
事
と
の

両
立
を
支
援
す
る
た
め
、
法
を

上
回
る
独
自
の
制
度
が
あ
り
、

そ
の
制
度
を
活
用
し
て
い
る

事
業
者

③
そ
の
他
、
男
女
が
共
同
し
て
参

画
す
る
こ
と
の
で
き
る
職
場
や

地
域
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
事
業
者

〈
申
込
期
間
〉11
月
５
日
㈪
〜
平
成

25
年
２
月
12
日
㈫
（
必
着
）　
〈
そ

の
他
〉
表
彰
は
平
成
25
年
４
月
頃

で
す
。
選
考
委
員
会
が
事
業
者
の

審
査
を
行
い
ま
す
。　
〈
申
込
・
問

い
合
わ
せ
先
〉

人
権
政
策
課
☎

30-

６
１
１
３
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

８

５
７
７
番　

※
所
定
の
応
募
用
紙

に
必
要
事
項
を
書
い
て
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
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荒
神
山
自
然
の
家

使
用
の
申
し
込
み

〈
内
容
〉
　

平
成
25
年
度
（
平
成
25
年

４
月
１
日
～
平
成
26
年
３
月
31
日
）
の

「
荒
神
山
自
然
の
家
」の
使
用
の
申

し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。
な
お
、

平
成
25
年
度
の
夏
休
み
期
間
中
は
、

休
所
日
（
月
曜
日
）
も
全
て
開
所
し

ま
す
。
申
し
込
み
は
先
着
順
で
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。　
〈
申
込
開
始
日
〉
　

11
月
20

日
㈫
午
前
９
時
～　
〈
申
込
・
問
い

合
わ
せ
先
〉
荒
神
山
自
然
の
家
☎

28-

１
８
７
１
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
28-

１

８
７
２
番　

※
電
話
か
、
直
接
窓

口
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
月

曜
日
は
休
所

「
ひ
こ
ね
子
ど
も
文
芸
」
作
品

〈
募
集
部
門
〉
短
歌
、
俳
句
、
川

柳
、
詩
（
１
点
に
つ
き
４
０
０
字
詰
め

原
稿
用
紙
２
枚
以
内
）
※
各
部
門
と

も
題
は
自
由
で
す
。　
〈
応
募
点

数
〉
部
門
ご
と
に
１
人
２
点
以
内

〈
対
象
〉
市
内
在
住
・
在
学
の
小
・

中
学
生　
〈
応
募
期
限
〉11
月
30
日

㈮
（
必
着
）　
〈
表
彰
〉 

部
門
ご
と
に

特
選
・
準
特
選
・
佳
作
を
表
彰
し

ま
す
。　

※
こ
の
事
業
は
「
ひ
こ

に
ゃ
ん
子
ど
も
文
化
芸
術
大
賞
」

対
象
事
業
で
す
。　
〈
注
意
事
項
〉

応
募
作
品
は
未
発
表
の
も
の
に
限

り
ま
す
。
応
募
作
品
は
返
却
し
ま

せ
ん
。
入
賞
作
品
の
著
作
権
な
ど

は
応
募
者
に
帰
属
し
ま
す
が
、
作

品
集
、「
広
報
ひ
こ
ね
」
な
ど
に
掲

載
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

作
品
集
や
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
に
掲
載
す
る
と
き
に
、
作
品

の
一
部
を
修
正
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。優
秀
作
品
は
、報
道
機
関
に

作
品
の
情
報
を
提
供
し
ま
す
。
新

聞
な
ど
に
作
品
の
掲
載
を
希
望
し

な
い
人
は
、「
新
聞
掲
載
不
可
」
と

書
い
て
く
だ
さ
い
。　
〈
応
募
・
問

い
合
わ
せ
先
〉

教
育
委
員
会
文

化
振
興
室
（
〒
５
２
２-

０
０
５
５　

野
瀬
町
１
８
７-

４
）
☎
23-

７
８
１

０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
21-

３
０
８
０
番

　

※
作
品
に
①
住
所
②
氏
名
③
ふ

り
が
な
④
電
話
番
号
⑤
学
校
名
・

学
年
を
書
い
て
、
郵
送
か
直
接
窓

口
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

愛
知
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

平
成
25
年
度　

訓
練
生　

〈
対
象
〉
障
害
が
あ
る
人
で
、
次

の
要
件
を
全
て
満
た
す
人　

①
技

能
を
身
に
つ
け
、
職
業
的
自
立
を

望
ん
で
い
る　

②
症
状
が
安
定
し

て
い
る　

③
訓
練
や
集
団
生
活
に

支
障
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る   

※

身
体
障
害
以
外
の
障
害
が
あ
る
人

は
、相
談
し
て
く
だ
さ
い
。　
〈
受

験
料
〉
無
料　
〈
申
込
期
限
〉
12

月
14
日
㈮　
〈
申
込
・
問
い
合
わ

せ
先
〉
愛
知
障
害
者
職
業
能
力
開

発
校
（
愛
知
県
豊
川
市
）
☎
０
５
３

３-

93-

２
１
０
２
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０

５
３
３-

93-

６
５
５
４
番　

※

最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定
所
（
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
）
で
職
業
相
談
を
し
た

後
、
指
定
の
書
類
を
公
共
職
業
安

定
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

詐
欺
＆
悪
徳
商
法
に

ひ
っ
か
か
ら
な
い
講
座

　

近
年
、
お
年
寄
り
や
主
婦
な
ど

を
狙
っ
た
悪
質
商
法
や
振
り
込
め

詐
欺
な
ど
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
被
害
を
未
然
に
防
止

す
る
た
め
、
希
望
す
る
団
体
を
対

象
に
消
費
生
活
の
出
前
講
座
を

行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

内
容　

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
教
材
と
し
た
講

習
、消
費
生
活
相
談
員
の
話
、質

新成人のつどい

日時　平成25年1月13日㈰
　　　10：45 〜 12：15（受付 10：00 〜）

内容　成人式典・祝賀記念交歓会
場所　ひこね市文化プラザグランドホール（野瀬町）

対象　平成4年４月２日〜同5年４月１日生まれの人
※ 12月１日現在で、市内に住民登録のある

新成人には、12 月初旬に案内状を送付し
ます。12月21日㈮になっても案内状が届
かないときには連絡してください。

※市外在住で、彦根市の「新成人のつどい」
に参加を希望する人は、12月中に連絡をし
てください。（案内状を送付します）

※案内状をなくした人は、当日の会場受付で
申し出てください。

問い合わせ先　 教育委員会生涯学習課
　☎ 24-7974、FAX23-9190

　

第
61
回
（
平
成
24
年
度
）
彦
根
市
美
術
展

覧
会
が
、
９
月
17
日
（
月
・
祝
）
か
ら
23
日

㈰
ま
で
ひ
こ
ね
市
文
化
プ
ラ
ザ
で
開
か
れ

ま
し
た
。

　

期
間
中
は
、「
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

〜
美
術
と
音
楽
の
コ
ラ
ボ
〜
」
と
し
て
、

総
出
品
数
４
６
４
点
の
中
か
ら
３
７
７
点

の
作
品
が
展
示
さ
れ
、
併
せ
て
コ
ン
サ
ー

ト
や
作
品
講
評
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
連
日
多
く
の
人
が
訪
れ
、
秋

の
ひ
と
と
き
を
芸
術
鑑
賞
に
浸
っ
て
い
ま

し
た
。

　

な
お
、
一
般
出
品
３
８
７
点
の
中
か
ら
、

市
展
賞
６
点
、
特
選
26
点
、
佳
作
16
点
、
入

選
２
５
２
点
が
そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
無
鑑
査
出
品
58
点
の
中
か
ら
５

点
が
無
鑑
査
奨
励
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

市
展
賞
、
特
選
お
よ
び
無
鑑
査
奨
励
賞
は
、

下
表
の
と
お
り
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会
文
化
振

興
室
☎
23-

７
８
１
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
21-

３
０
８
０
番

芸
術
の
秋
を

　
鮮
や
か
に
彩
る

彦
根
市
美
術
展
覧
会

▲市展賞と第 42 回滋
賀県芸術文化祭奨励
賞を受賞した今居桂
子さんの「あけび」
（日本画部門）

疑
応
答

対
象　

自
治
会
、
老
人
会
な
ど

時
間　

約
１
時
間
（
午
前
９
時
～
午

後
４
時
の
間
）　

※
時
間
は
調
整

出
来
ま
す
。　

場
所　

公
民
館
な
ど
、
希
望
の
場

所
に
出
張
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

生
活
環
境
課

☎
30-

６
１
１
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

27-

０
３
９
５
番

▲「荒神山自然の家」で野外炊事を体験した参加者の皆さん
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し
ょ
う
。ま
ず
、山
頂
の
平
坦
な
曲

輪
。
物
生
山
城
の
主し

ゅ

郭か
く

と
な
る
も

の
で
す
が
、
削さ

く

平へ
い

が
不
十
分
で
急

い
で
造
ら
れ
た
感
じ
を
受
け
ま
す
。

そ
の
西
側
に
２
段
の
小
さ
な
曲
輪

が
続
き
ま
す
。
そ
し
て
、
さ
ら
に

西
に
土
橋
を
設
け
た
２
本
の
堀
切

が
あ
り
、
堅
固
な
守
り
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

一
方
、
山
頂
か
ら
北
へ
伸
び
る

尾
根
に
も
数
段
の
削
平
が
な
さ

れ
、
北
端
に
竪
堀
を
伴
っ
た
曲
輪

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
西
側

の
堅
固
な
守
り
に
は
お
よ
び
ま
せ

ん
。
物
生
山
の
西
は
、
尾
根
筋
を

た
ど
っ
て
佐
和
山
に
続
い
て
お
り
、

そ
の
こ
と
が
意
識
さ
れ
て
守
り
を

固
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
は
東
南
の
尾
根
に
伸

び
る
細
長
い
曲
輪
に
お
い
て
も
同

様
の
こ
と
が
い
え
ま
す
。
こ
の
曲

輪
で
も
西
南
側
、
つ
ま
り
佐
和
山

側
に
の
み
土
塁
が
築
か
れ
て
い
る

の
で
す
。

元げ
ん

亀き

元
年
の
佐
和
山
合
戦

　

元
亀
元
年
（
１
５
７
０
）
６
月
、

姉
川
の
合
戦
に
敗
れ
た
浅
井
長
政

軍
は
、
北
の
小お

谷だ
に

城
と
南
の
佐
和

の
山
を
さ
ま
ざ
ま
に
加
工
し
て

造
っ
た
山
城
の
跡
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
城
の
用
語
と
し

て
は
、
山
を
削
っ
て
平
坦
に
し
た

も
の
を
「
曲く

る

輪わ

」、尾
根
を
切
断
し

た
も
の
を
「
堀ほ

り

切き
り

」、
山
の
斜
面

に
設
け
ら
れ

た
溝
を
「
竪た

て

堀ぼ
り

」
と
呼
び
、

ま
た
、
曲
輪

な
ど
に
設
け

ら
れ
た
土
手

を
「
土ど

塁る
い

」、

堀
切
の
一
部

を
残
し
て
渡

れ
る
よ
う
に

し
た
も
の
を

「
土ど

橋ば
し

」な
ど

と
称
し
ま
す
。

い
ず
れ
の
施

設
も
、
守
り

や
す
く
攻
め

ら
れ
に
く
く

す
る
た
め
の

工
夫
で
す
。

　

上
図
を
見

な
が
ら
物
生

山
の
城
跡
を

見
て
い
く
こ

と
に
し
ま

山
城
に
分
か

れ
て
逃
げ
込

み
、
再
起
を

計
り
ま
す
。

こ
の
時
、
佐

和
山
城
に
集

結
し
た
の
は
、

永え
い

禄ろ
く

４
年

（
１
５
６
１
）

以
降
、
長
政

か
ら
佐
和
山

城
を
預
か
っ

て
き
た
重
臣
磯い

そ

野の

員か
ず

昌ま
さ

を
中
心
に
、

坂
田
郡
内
の
土ど

豪ご
う

た
ち
で
し
た
。

　

一
方
、
勝
利
し
た
織
田
信
長
軍

は
、
横
山
城
（
長
浜
市
）
に
木
下
藤

吉
郎（
後
の
豊
臣
秀
吉
）を
配
し
て
小

谷
城
に
備
え
る
と
と
も
に
、
佐
和

山
城
に
対
し
て
は
、
東
の
百ど

ど々

屋

敷
（
鳥
居
本
町
）
に
丹に

波わ

長な
が

秀ひ
で

、
南

の
山
（
里
根
山
）
に
水み

ず

野の

信の
ぶ

元も
と

、
彦

根
山
に
河か

わ

尻じ
り

秀ひ
で

隆た
か

、
そ
し
て
「
北

の
山
」
に
市い

ち

橋は
し

長な
が

利と
し

を
そ
れ
ぞ
れ

布
陣
さ
せ
て
、
四
方
か
ら
動
き
を

封
じ
込
め
る
方
策
を
講
じ
ま
し
た
。

こ
の
佐
和
山
合
戦
は
、
翌
年
２
月

ま
で
の
８
か
月
に
お
よ
び
ま
し
た

が
、
信
長
軍
が
再
び
勝
利
し
て
幕

を
閉
じ
ま
し
た
。

　

さ
て
、
市
橋
長
利
が
布
陣
し
た

物
生
山
城
跡

　

佐
和
山
か
ら
北
に
伸
び
る
尾
根

筋
の
北
端
、
標
高
１
９
２
・
３
ｍ

の
山
を
物
生
山
と
い
い
ま
す
。
こ

の
物
生
山
の
山
頂
一
帯
に
、
自
然

▶
物
生
山
城
跡
概
要
図

「
北
の
山
」
で
す
が
、古
く
か
ら
北

の
山
は
磯い

そ

山や
ま

と
考
え
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
近
年
、
物
生
山

城
跡
が
確
認
さ
れ
、
こ
の
物
生
山

城
跡
こ
そ
北
の
山
と
考
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
確
認
さ
れ

た
物
生
山
城
跡
の
遺
構
の
構
造
が
、

在
地
勢
力
の
あ
り
方
と
は
異
な
り
、

織
田
信
長
軍
の
城
郭
構
造
の
特
徴

が
認
め
ら
れ
る
こ
と
、
し
か
も
主

郭
の
造
り
方
な
ど
全
体
と
し
て
臨

時
的
な
取
出
（
砦
）
で
あ
る
こ
と

な
ど
が
、
そ
の
根
拠
と
し
て
挙
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会

文
化
財
課
☎
26
‐
５
８
３
３
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
26
‐
５
８
９
９
番

▲元亀元年の佐和山合戦

　

火
災
が
発
生
し
や
す
い
季
節
を

迎
え
ま
す
。火
災
予
防
運
動
は
、一

人
ひ
と
り
が
火
災
予
防
に
対
す
る

意
識
を
高
め
て
い
た
だ
き
、
火
災

に
よ
る
死
傷
者
の
発
生
や
財
産
の

損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
に
毎
年

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
こ
の
運
動
を
通
じ
て
、

火
災
予
防
に
対
す
る
関
心
を
高
め
、

家
庭
や
地
域
か
ら
火
災
が
発
生
し

な
い
よ
う
火
の
取
り
扱
い
に
じ
ゅ

う
ぶ
ん
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

住
宅
火
災　

い
の
ち
を
守
る

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

 

～
３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策
～

３
つ
の
習
慣

①
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

②
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も

　

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す

る
。

③
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、必
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

①
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す

る
。

②
寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン

か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、

防
炎
品
を
使
用
す
る
。

③
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を

設
置
す
る
。　

④
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

協
力
体
制
を
つ
く
る
。

　

家
庭
防
火
診
断
は
、
火
災
予
防

運
動
期
間
中
に
消
防
団
が
実
施
す

る
も
の
で
、
地
域
内
に
あ
る
住
宅

の
火
気
の
取
扱
状
況
な
ど
を
診
断

し
ま
す
。

　

出
火
の
危
険
性
な
ど
を
把
握
し

11
月
９
日
㈮
～
15
日
㈭
は

秋
の
火
災
予
防
運
動

「
消
す
ま
で
は

 

出
な
い
行
か
な
い

 

離
れ
な
い
」

消
防
団
に
よ
る

　
「
家
庭
防
火
診
断
」

て
、
火
災
の
発
生
を
な
く
し
、
皆

さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
て
行
い
ま
す
。

　

消
防
本
部
管
内
の
小
・
中
学

生
を
対
象
に
、
正
し
い
火
の
取
扱

方
法
や
火
の
怖
さ
を
訴
え
る
作
品

を
募
集
し
ま
し
た
。
多
数
の
応
募

作
品
の
中
か
ら
次
の
と
お
り
入
賞

作
品
を
決
定
し
ま
し
た
の
で
、
紹

介
し
ま
す
。

　

彦
根
市
消
防
長
賞
作
品
は
、
秋

の
火
災
予
防
運
動
ポ
ス
タ
ー
に
採

用
し
、
彦
根
防
火
保
安
協
会
会
長

賞
作
品
は
、
春
の
火
災
予
防
運
動

ポ
ス
タ
ー
に
採
用
し
ま
す
。

入
賞
作
品
紹
介

彦
根
市
消
防
長
賞

野の

上が
み　

僚
り
ょ
う

太た 

さ
ん(

西
中
２
年)

彦
根
防
火
保
安
協
会
会
長
賞

日
比
谷　

潤
じ
ゅ
ん 

さ
ん(

城
南
小
６
年)

彦
根
市
幼
年
女
性
防
火
委
員
会
会
長
賞

垣か
き

立だ
ち　

麻ま

鈴り
ん 

さ
ん(

旭
森
小
３
年)

防
火
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル

金
賞

若
松　

あ
か
ね 

さ
ん

(

佐
和
山
小
３
年)

古こ

泉い
ず
み　

颯そ
う

太た

朗ろ
う 

さ
ん

(

佐
和
山
小
４
年)

上
田　

悠ゆ

郁い 

さ
ん(

甲
良
中
２
年)

銀
賞

小お

漆う
る

間ま　

純 

さ
ん(

佐
和
山
小
３
年)

藤
本　

瑠る
り

香か 

さ
ん(

佐
和
山
小
６
年)

西
村　

崇そ
う

平へ
い 

さ
ん(

西
中
３
年)

銅
賞

中
溝　

真
也 

さ
ん(

城
南
小
５
年)

北
村　

知
也 

さ
ん(

金
城
小
６
年)

宍し
し

戸ど　

駿
し
ゅ
ん 

さ
ん(

西
中
１
年)

脇わ
き

阪さ
か　

彩あ
や

人と 

さ
ん(

西
中
３
年)

防火絵画展

　防火ポスターコンクール入賞作品 13 点と幼年
消防クラブ員の防火絵画を展示します。
期間　11月9日㈮～同18日㈰
場所　ビバシティ彦根センターモール ( 竹ケ鼻町 )

▶
彦
根
市
消
防
長
賞
を
受
賞
し
た
、
野
上
僚
太
さ
ん
の
作
品
を
基
に
作
ら
れ
た

　

秋
の
火
災
予
防
運
動
ポ
ス
タ
ー
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井
伊
家
13
代
直な

お

弼す
け(
１
８
１
５
〜
６

０)

は
、
幕
末
を
代
表
す
る
大
名
茶
人
と

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
幼
少
の
頃
よ
り

茶
の
湯
に
親
し
み
、
そ
の
研
究
と
実
践
に

励
み
、『
茶ち

ゃ

湯の
ゆ

一い
ち

会え

集し
ゅ
う』
を
は
じ
め
と
す
る

数
々
の
茶
書
を
執
筆
す
る
傍か

た
わ

ら
、
精
力
的

に
茶
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
直
弼
に
と
っ

て
茶
会
は
、
自
ら
の
茶
の
湯
を
実
践
す
る

重
要
な
機
会
で
も
あ
っ
た
の
で
す
。

　

直
弼
が
開
い
た
茶
会
は
、『
彦
根
水
屋

帳
』
や
『
東と

う

都と

水み
ず

屋や

帳ち
ょ
う』
な
ど
の
茶
会
記

で
確
認
で
き
る
も
の
だ
け
で
も
、
46
会
に

上
り
ま
す
。
茶
会
記
に
は
、
直
弼
が
用
い

た
茶
道
具
の
内
容
が
細
か
に
書
き
込
ま

れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
茶
碗
や
懐か

い

石せ
き

の
向

む
こ
う

付づ
け

、
水
指
な
ど
に
は
、
彦
根
で
焼
か
れ
た

湖こ

東と
う

焼や
き

は
も
ち
ろ
ん
、
同
時
代
の
や
き
も

の
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
様
子
が
う

か
が
え
ま
す
。

　

直
弼
は
、
茶
の
湯
に
関
わ
る
和
歌
を
集

め
て
記
し
た
『
茶
道
歌
集
』
と
い
う
も
の

を
編
集
し
、
こ
の
中
で
、
同
時
代
の
や
き

も
の
を
「
か
ろ
き
（
軽
き
）
道
具
」
と
評

し
、
唐
物
や
拝
領
品
の
よ
う
な
重
々
し
い

存
在
感
の
あ
る
茶
道
具
に
取
り
合
わ
せ

る
も
の
と
し
て
欠
か
す
こ
と
が
出
来
な

い
と
述
べ
て
い
ま
す
。
直
弼
が
同
時
代
の

や
き
も
の
に
求
め
た
軽
さ
と
は
、
お
そ
ら

く
、
唐
物
や
拝
領
品
の
格
式
張
っ
た
雰
囲

気
を
和や

わ

ら
げ
る
親
し
み
や
す
さ
の
よ
う

な
も
の
だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

井
伊
家
伝
来
品
の
中
に
は
、
樂ら

く

家
９
代

了り
ょ
う

入に
ゅ
う、

10
代
旦た

ん

入に
ゅ
う、

11
代
慶け

い

入に
ゅ
うの
楽
焼
や
、

３
代
清き

よ

水み
ず

六ろ
く

兵べ

衛え

、
仁に

ん

阿あ

弥み

道ど
う

八は
ち

（
２
代

高
橋
道
八
）
な
ど
、直
弼
と
同
時
代
に
活
躍

し
た
京
都
の
陶
工
達
が
手
が
け
た
茶
道

具
が
あ
り
、
彼
ら
の
手
に
な
る
茶
道
具
が
、

直
弼
の
茶
会
記
に
頻
繁
に
登
場
す
る
こ

か
ら
、
こ
れ
ら
は
、
直
弼
が
収
集
し
、
実

際
に
使
用
し
た
可
能
性
が
高
い
と
判
断

さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
残
念
な
が
ら
、
い
ず

れ
も
大
正
12
年
の
関
東
大
震
災
で
罹り

災さ
い

し
、
火
災
に
遭
っ
て
肌
が
荒
れ
、
割
れ
や

欠
け
が
は
な
は
だ
し
い
状
態
で
す
。

　

写
真
の
茶
碗
は
、
そ
う
し
た
罹
災
品
の

一
つ
。
高
台
脇
に
、「
道
八
」
の
銘
が
記

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
高
橋
道
八
家
の

作
品
で
あ
る
と
分
か
り
ま
す
。
道
八
家

は
、
江
戸
後
期
に
伊い

勢せ

亀か
め

山や
ま

か
ら
京
へ
出

て
煎
茶
器
の
制
作
で
名
を
な
し
た
初
代

を
祖
と
し
、
代
々
道
八
を
名
乗
っ
た
陶
家

で
す
。
こ
の
茶
碗
は
、
巧
み
な
高
麗
写
し

の
作
風
や
銘
の
特
徴
か
ら
、
仁
阿
弥
と
名

乗
っ
た
２
代
道
八
の
作
品
と
推
察
さ
れ

ま
す
。

　

こ
の
茶
碗
は
、
朝
鮮
半
島
で
制
作
さ

れ
た
、
い
わ
ゆ
る
高
麗
茶
碗
に
見
ら
れ

る
歪ゆ

が

み
の
あ
る
形
態
や
、
荒
い
刷は

毛け

目め

を
残
し
て
釉ゆ

う

薬や
く

を
掛
け
る
表
現
を
巧た

く

み

に
写
し
た
作
品
で
す
。
そ
の
丁
寧
な

作
り
込
み
や
な
め
ら
か
な
釉
の
質
感

に
は
、
写
し
の
本も

と

と
な
っ
た
高
麗
茶
碗

に
は
な
い
上
品
さ
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
高
麗
茶
碗
の
冷
た
く
固
い
印
象
と

異
な
り
、
ど
こ
か
優
し
い
雰
囲
気
が

漂
っ
て
お
り
、
写
し
で
あ
り
な
が
ら

本
の
も
の
と
は
ま
た
異
な
る
魅
力
を

湛た
た

え
た
作
品
だ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

今
、
京
焼
と
言
え
ば
高
級
な
イ
メ
ー
ジ

が
あ
り
ま
す
が
、
当
時
も
京
の
都
の
名
に

恥
じ
ぬ
洗
練
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
を
誇
り
、

伊
万
里
や
瀬
戸
に
比
べ
る
と
遙は

る

か
に
高

級
な
や
き
も
の
で
し
た
。
仁
阿
弥
は
、
そ

ん
な
京
焼
の
陶
工
の
中
で
も
一
、
二
を
争

う
名
工
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
仁
阿
弥
の
ほ
か
に
、
３
代
清
水
六
兵

衛
や
永
楽
保
全
な
ど
、
直
弼
が
用
い
た
京

焼
の
陶
工
は
い
ず
れ
も
、
当
時
を
代
表
す

る
名
工
で
す
。

　

直
弼
の
茶
会
記
に
登
場
す
る
や
き
も

の
の
陶
工
た
ち
の
名
か
ら
は
、
彼
が
突と

っ

飛ぴ

な
趣
味
に
走
る
こ
と
な
く
、
同
時
代
の
定

評
あ
る
陶
工
の
作
品
を
選
び
取
っ
て
用

い
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
同
時
代

の
や
き
も
の
を
選
ぶ
際
も
堅
実
な
、
実
に

直
弼
ら
し
い
姿
勢
を
そ
こ
に
読
み
と
る

こ
と
が
出
来
る
の
で
す
。

　
（
彦
根
城
博
物
館
学
芸
員　

奥
田
晶
子
）

　
　

茶
人
井
伊
直
弼
と
京
焼

　
写
真
の
作
品
は
、テ
ー
マ
展
「
茶

人
井
伊
直
弼
と
幕
末
の
や
き
も
の
」

で
10
月
26
日
㈮
〜
11
月
27
日
㈫
の

期
間
、展
示
し
ま
す
。（
期
間
中
無
休
）

▲灰釉刷毛目茶碗
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高
齢
者
は
自
宅
に
い
る
こ
と

が
多
い
た
め
、
電
話
で
勧
誘
す

る
販
売
に
よ
る
被
害
に
遭
い
や

す
い
の
が
特
徴
で
す
。

　

悪
質
業
者
は
言
葉
巧
み
に
、

不
安
を
あ
お
っ
た
あ
と
、
親
切

に
し
て
信
用
さ
せ
、
年
金
・
貯

蓄
な
ど
の
大
切
な
財
産
を
狙
っ

て
き
ま
す
。

　

し
つ
こ
く
て
巧
妙
な
手
口
に

よ
る
被
害
が
次
々
と
起
こ
っ
て

い
ま
す
の
で
、
紹
介
し
ま
す
。

事
例
１　
「
代
わ
り
に
申
し
込

ん
で
く
れ
た
ら
、
お
礼
を
す

る
」と
言
わ
れ
て
勧
誘
さ
れ
、

振
り
込
ん
だ
。

事
例
２　

国
内
で
は
換
金
が
困

難
な
外
国
の
通
貨
を
、「
将
来
、

価
値
が
上
が
る
」
と
説
明
を

さ
れ
、
高
値
で
購
入
し
た
。

事
例
３　

以
前
、
だ
ま
さ
れ
て

買
っ
た
未
公
開
株
に
対
し
て

「
買
い
取
っ
て
、
損
害
を
取

り
返
し
て
や
る
。
そ
の
代
わ

り
に
、
先
に
別
の
未
公
開
株

を
購
入
し
て
欲
し
い
」
と
言

わ
れ
て
、
さ
ら
に
振
り
込
ん

だ
。

事
例
４　
「
い
つ
か
必
ず
当
た

る
」
と
信
じ
込
ん
で
し
ま

い
、
当
選
金
を
受・

け・

取・

る・

た・

め・

の・

手
数
料
を
送
り
続
け
て

い
た
。
気
づ
い
た
と
き
に
は

多
額
の
費
用
を
つ
ぎ
込
ん
で

い
た
。

　
「
お
か
し
な
話
」
に
は
注
意

を
し
て
く
だ
さ
い
。
不
審
に

思
っ
た
ら
、
誰
か
に
話
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

　

き
っ
と
「
そ
れ
は
本
当
に
お

か
し
な
話
だ
」
と
、
う
な
ず
い

て
も
ら
え
る
で
し
ょ
う
。

　

契
約
を
す
る
と
き
は
、
い
つ

も
「
誰
と
」「
何
を
」「
い
く
ら

で
」
と
言
っ
た
こ
と
を
、
確
認

し
て
か
ら
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

市
内
で
最
近
起
こ
っ
た
相
談
事
例
の
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　
あ
る
日
突
然
、郵
便
が
届
い
た
。
中
に
は
立

派
な
証
書
が
入
っ
て
い
た
。

　
そ
の
数
日
後
、「
届
い
て
い
る
か
」
と
電
話

が
入
っ
た
。な
ん
と
な
く
怪
し
そ
う
な
感
じ
が

し
た
の
で
、「
燃
や
し
た
」
と
伝
え
た
。

　
相
手
は
、「
紙
切
れ
だ
け
で
も
残
っ
て
い
な

い
か
。
10
万
円
で
買
う
、全
部
残
っ
て
い
た
ら
、

18
万
円
払
う
」と
言
っ
た
。
何
の
こ
と
か
分
か

ら
な
か
っ
た
が
、「
も
う
な
い
」
と
返
事
を
し

て
電
話
を
切
っ
た
。

　
そ
の
後
、
今
度
は
、
投
資
の
勧
誘
の
電
話
が

入
っ
た
の
で
「
興
味
が
な
い
」
と
断
っ
た
。
さ

ら
に
、昨
日
は
「
５
千
万
円
が
当
選
し
た
」
と

い
う
怪
し
い
通
知
が
届
い
た
。

彦
根
市
消
費
生
活
相
談
窓
口　

☎
30-

６
１
４
４
番

（
午
前
９
時
か
ら
正
午
、
午
後
１
時
か
ら
同
４
時
15
分
ま
で
）

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　

☎
０
５
７
０-

０
６
４-

３
７
０
番

警
察
（
警
察
相
談
専
用
電
話
）　

☎
＃
９
１
１
０
番
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　学校や職場の始業時間は別として、ブラジルでは
待ち合わせ時間ちょうどに相手がやって来ること
はなく、30 分くらい待たされることもあります。
　日本のように待ち合わせ時間より 10 分あるい
は 5 分前に着く習慣はありません。そんなブラジ
ルでも、時間を大切にしているところは同じです。
　「その国のことを知るためにもっとも最適なもの
は、ことわざである。その人がどのような環境で
育ってきたのかにもよるが、それぞれの国には、歴
史があり、歴史の中にはずっと長く伝わってきたこ
とわざがある。ことわざには、国の価値観が現れて
いて、その国のことを知る異文化コミュニケーショ
ンの役に立つ」という話を国際交流員研修会で聞き
ました。そこで思い出したブラジルのことわざの１
つが、『Tempo( テンポ ) é( エー ) dinheiro( ジンニェイ

ロ )』です。
　日本の「時は金なり」ということわざと意味も同
じで、「時間は金銭と同様に重要なものだから、無
駄に過ごしてはならない」ということです。
　欧米でも『Time( タイム ) is( イズ ) money( マネー )』
と言いますよね。先月号で掲載したように、「違い
探し」ではなく、「同じもの探し」をしていて見つ
かったものの１つですが、いろいろな国で共通する
事柄もあるのだと思いました。　
　最初に述べたように、ブラジル人と日本人の間で、
待ち合わせや約束の時間について、戸惑うこともあ
ると思いますが、このことわざのように、時間を大
切にするという考えは同じです。
　海を渡っても、共通するものや事柄は、まだまだ
たくさんあると思います。皆さんも『同じもの探
し』をしてみませ
んか？
　「これはどうなの
？」と思ったことや、
面白い事例があれば、
ぜひ教えてください。

【彦根市国際交流員　平田エジナ】

原
子
爆
弾
被
爆
者
二
世
の

健
康
診
断

対
象　

被
爆
者
健
康
手
帳
を
持

つ
父
ま
た
は
母
（
す
で
に
死
亡

し
て
い
る
場
合
も
含
む
）
の
子

で
、
父
ま
た
は
母
の
被
爆
以

後
に
生
ま
れ
、
被
爆
者
健
康

手
帳
を
持
っ
て
い
な
い
人

実
施
期
間　

平
成
25
年
１
月
７

日
㈪
〜
同
３
月
31
日
㈰　

※

原
則
と
し
て
平
日

受
診
で
き
る
医
療
機
関　

彦
根

市
立
病
院
ほ
か
県
内
９
病
院

申
込
期
間　

11
月
１
日
㈭
〜
同

30
日
㈮

検
査
項
目　

問
診
、
触
診
、
血

色
素
検
査
、
尿
検
査
、
肝
機

能
検
査
な
ど

費
用　

無
料
（
精
密
検
査
費
、
交

通
費
は
除
く
）

そ
の
他　

健
康
診
断
を
受
け
て

も
、
被
爆
者
健
康
手
帳
は
交

付
さ
れ
ま
せ
ん
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

湖
東

健
康
福
祉
事
務
所
（
彦
根
保

健
所
）
☎
21-

０
２
８
１
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

７
５
４
０
番

彦根城天守　
ブルーライトアップ

日時　11月14日㈬
　　　日没〜 21：00

　糖尿病の啓発を目的に、「世
界糖尿病デー」（11月14日）に
あわせて、世界各地の名所が
青くライトアップされます。
　青く光る彦根城を見ながら、
生活習慣を見直してみません
か？

急
病
の
と
き
は

休
日
急
病
診
療
所
へ

　

日
曜
日
、
祝
日
の
急
病
の

と
き
、
ま
ず
は
「
彦
根
休
日

急
病
診
療
所
」
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

時
間　

午
前
10
時
〜
午
後

７
時
（
受
付
は
午
後
６
時

30
分
ま
で
）

場
所　

福
祉
保
健
セ
ン

タ
ー
１
階
（
平
田
町
）　

問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
休

日
急
病
診
療
所
☎
22-

１

１
１
９
番

彦根休日急病診療所

中央中学校

平田小学校 平田幼稚園

N

ベ
ル
ロ
ー
ド

八
丁
目
南
北
通
り

戸賀町西

平田町西

くすのき通り戸賀町

平田町
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　 健康推進課（平田町・福祉保健センター）
☎24-0816、FAX24-5870

馬ば

場ば

奈な

都つ

帆ほ

ち
ゃ
ん

（
日
夏
町
）

中な
か

野の

天そ
ら

翔と

ち
ゃ
ん

（
西
今
町
）

髙た
か

岡お
か

煌き
ら

ち
ゃ
ん

（
野
田
山
町
）

受動喫煙防止対策セミナー
講演会

　喫煙は、周囲の人に「受動喫
煙」として害をおよぼします。
　市内でも公共の場などで受
動喫煙防止対策に取り組まれ
ていますが、家庭や職場での
対策を含めて、じゅうぶんと
はいえません。
　今回は、各地でたばこの禁
煙についての講演をされてい
る医師をお招きしました。
　正しい受動喫煙の防止方法
について一緒に考えましょう。

日時　11月27日㈫
　13：30 〜 15：00
場所　南地区公民館（甘呂町）

大会議室
テーマ　「たばこについて知

ろう！〜受動喫煙ゼロを目
指して〜」

講師　稲本　望さん（済生会滋
賀県病院健康管理センター長・
糖尿病代謝内科部長）

申込期限　11月26日㈪
申込・問い合わせ先　 健康

推進課
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●
1
日
・
1
5
日
発
行
　
　

通
巻
第
1
2
7
7
号

（
平
成
2
4
年
1
1
月
１
日
発
行
）

▶
「
広
報
ひ
こ
ね
」
は
大
豆
油
イ
ン
キ
を
包
含
し
た
植
物
油
イ
ン
キ

を
使
用
し
て
い
ま
す
。

▶
廃
棄
す
る
場
合
に
は
古
紙
回
収
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▶
こ
の
「
広
報
ひ
こ
ね
」
は
4
9
,5
0
0
部
作
成
し
、
１
部
当
た
り
の

単
価
は
1
0
円（
１
円
未
満
切
り
捨
て
）で
す
。た
だ
し
、原
稿
作
成
・

編
集
な
ど
に
か
か
る
職
員
の
人
件
費
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

広
報
ひ
こ
ね

24

表
紙
の
写
真

　　

10
月
１
日
か
ら
５
日
ま
で
、
城

北
小
学
校
（
松
原
町
）
で
、
城
北
小

学
校
の
児
童
と
近
江
高
校
の
生
徒

に
よ
る
「
お
は
よ
う
活
動
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
運
動
は
、
笑
顔
で
あ
い
さ

つ
を
す
る
こ
と
で
、
児
童
同
士
や
、

児
童
と
生
徒
、
地
域
の
人
と
の
心

の
交
流
に
つ
な
げ
よ
う
と
、
城
北

小
の
児
童
会
と
近
江
高
校
の
生
徒

会
な
ど
が
中
心
と
な
っ
て
、
年
３

回
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

空
気
が
澄
ん
だ
さ
わ
や
か
な
朝

の
校
門
前
で
は
、
児
童
と
生
徒
の

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」の
元
気

な
声
が
響
い
て
い
ま
し
た
。

元
気
な
声
で
交
流

お
は
よ
う
活
動

人口と世帯数
　　　　　　平成24年10 月１日現在

人　口
　男
　女
世帯数

　　　　　　　　（　）内は前月との比較

112,632 人（＋ 44）
　  55,664 人（＋ 32）

56,968 人（＋ 12）
44,541 世帯（＋ 84）

　10月2日、
河 瀬 小 学 校

（極楽寺町）近
くの田んぼで稲刈り体験が行われ、５年生 85 人が収穫に汗
を流しました。
　児童は、地域ボランティアの皆さんに指導を受け、鎌を
使って金色に染まった稲穂を刈ったり、昔使われていた農耕
具を使った脱穀を体験したりしました。
　今後、児童はとれたお米で、お世話になった人たちと一緒
におにぎりパーティーを開催する予定とのことです。

　

　10月9日、金城小学校（大藪町）の体育館で、「オー
ケストラ・アンサンブル金沢」のメンバー４人による
コンサートが行われました。児童がクラシック音楽の
生演奏に触れる機会を作ることを目的に、金城小のほ
かにも市内の３つの小学校で演奏をされました。
　児童は「目の前で聞いて、想像していた以上の迫力
でした」との感想を話していました。

　

10
月
８
日
、
県
立
彦
根
総
合
運
動

場
（
松
原
町
）
と
そ
の
周
辺
で
、「
元

気
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
２
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
体
を
動
か
す

こ
と
や
生
活
習
慣
を
見
直
す
き
っ

か
け
に
な
る
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
体
育
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
ひ

こ
ね
元
気
計
画
21
実
行
委
員
会
」
に

よ
る
「
味
覚
（
塩
味
）
チ
ェ
ッ
ク
」
も

行
わ
れ
、
参
加
者
が
ふ
だ
ん
の
食
事

を
見
直
す
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

体
を
動
か
し
て
、
健
康
に

元
気
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
２

「想像していた以上の迫力」
オーケストラの演奏を体感

おにぎりパーティーが楽しみ
児童が稲刈り体験


